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昭和59年の市制施行35周年を記念して市

民アンケートから選ばれたもの。新庄の大地

に深く根を張り、一直線にそびえるモミの姿は、

未来に躍進する新庄の希望と愛情を表す。 

市の木［モミ］ 
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時
間
外
の
応
急
診
療
を
行
う「
新
庄
市
夜
間
休
日
診
療
所
」を
保
健
セ
ン
タ
ー
内
に
設
置
し
ま
す
。

毎
日
場
所
が
変
わ
る
在
宅
当
番
医
制
を
改
め
て
定
点
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、市
民
の
要
望
に
応
え
、

新
庄
・
最
上
地
域
の
時
間
外
診
療
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

県
・
新
庄
最
上
地
域
の

救
急
医
療
体
制

一
次
救
急
医
療 　
　
　
　
　
　
　
　
   

　

夜
間
や
休
日
に
比
較
的
軽
症
の
救
急

患
者
の
外
来
診
療
を
担
当
。手
術
や
入
院

が
必
要
な
場
合
は
、二
次
救
急
医
療
機
関

に
転
送
。現
在
、新
庄
・
最
上
地
域
は
在

宅
当
番
医
制
に
よ
り
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

県
内
四
地
区
に
お
い
て
、夜
間
ま
た

は
休
日
の
診
療
所
が
定
点
化（
診
療
所

を
設
け
て
場
所
を
定
め
る
）さ
れ
て
い

な
い
の
は
新
庄
・
最
上
地
域
だ
け
に
な

っ
て
い
ま
す
。

二
次
救
急
医
療 　
　
　
　
　
　
　
　
   

　

手
術
や
入
院
が
必
要
な
重
症
救
急
患

者
を
担
当
。県
内
三
十
八
の
救
急
告
示

病
院
が
中
心
に
な
っ
て
対
応
し
て
い
ま

す
。新
庄
・
最
上
地
域
で
は
、県
立
新
庄

病
院
な
ど
五
つ
の
病
院
が
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

三
次
救
急
医
療 　
　
　
　
　
　
　
　
   

　

心
筋
梗
塞
、頭
部
外
傷
な
ど
重
篤
救

急
患
者
の
救
命
蘇
生
診
療
を
担
当
。県

立
中
央
病
院
と
公
立
置
賜
総
合
病
院
の

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
、山
形
大
学
医
学
部

附
属
病
院
が
県
内
全
域
に
対
応
し
て
い

ま
す
。

不
十
分
な
機
能
分
担

　

新
庄
・
最
上
地
域
の
救
急
医
療
体
制

の
問
題
点
の
一
つ
と
し
て
、一
次
と
二
次

の
役
割
分
担
が
不
十
分
な
点
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
。

　

一
次
救
急
医
療
を
担
う
現
在
の
在
宅

当
番
医
制
は「
場
所
が
毎
日
変
わ
る
の
で

行
き
に
く
い
」な
ど
の
理
由
か
ら
、利
用

患
者
数
が
少
な
く
救
急
患
者
の
七
％
を

カ
バ
ー
す
る
に
と
ど
ま
り
、六
割
以
上
の

本
来
一
次
医
療
機
関
で
対
応
す
べ
き
軽

症
患
者
の
多
く
が
県
立
新
庄
病
院
に
集

中
し
て
い
ま
す
。こ
の
状
況
は
、二
次
救
急

医
療
機
関
と
し
て
重
症
患
者
を
診
る
は

ず
の
県
立
新
庄
病
院
の
機
能
が
十
分
に

果
た
せ
て
な
い
と
い
え
ま
す
。

市
民
の
要
望

　

十
六
年
度
に
市
が
行
っ
た
市
民
認
識

度
調
査
で
、市
民
が
最
も
重
要
と
し
た

施
策
は「
保
健
医
療
の
充
実
」で
し
た
。そ

の
中
で
も「
救
急
医
療
体
制
の
充
実
」を

求
め
る
声
が
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。

《
意
見
・
要
望
の
中
か
ら
》

・
夜
間
救
急
体
制
を
確
立
す
べ
き
。現
在

の
在
宅
当
番
医
制
を
改
善
し
て
ほ
し
い

・
急
病
の
時
、当
番
医
は
ど
こ
な
の
か
わ

か
ら
な
く
て
結
局
県
立
新
庄
病
院
に

行
っ
て
し
ま
っ
た

・
救
急
で
県
立
新
庄
病
院
に
行
っ
た
が
長

く
待
た
さ
れ
大
変
な
思
い
を
し
た

・
夜
間
救
急
に
つ
い
て
安
心
で
き
る
体
制

「
在
宅
当
番
医
制
」か
ら
定
点
化

夜
間
休
日
診
療
所
を
開
設

夜間休日診療所の概要
急な発熱など比較的症状が軽い人の応急的な診療を行います。

■開設時期 平成19年 3月26日 （ 月 ）
■開設場所 市保健センター内（ふるさと歴史センター南側）
■診療科目 内科・小児科
■診察時間 平日（月～土曜日）　午後７時～午後9時30分
 休日（日曜日・祝日・年末年始）
 　　　　　　　　　　　午前9時～午後5時
■医　　師 新庄市最上郡医師会、県立新庄病院、最上地域
 公立病院・診療所の医師が当番（1人）で診察に
 あたります

▲市保健センター
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を
つ
く
っ
て
も
ら
い
た
い

・
夜
間
も
休
日
も
救
急
診
療
は
県
立
新

庄
病
院
に
頼
り
過
ぎ
。個
人
病
院
と
の

連
携
を
と
る
べ
き

・
小
児
救
急
に
つ
い
て
充
実
し
た
医
療
体

制
を
望
む

症
状
に
応
じ
た
受
診
を

　

市
は
、市
民
の
要
望
に
応
え
、地
域
の

時
間
外
診
療
体
制
を
改
善
す
る
た
め
、

夜
間
休
日
診
療
所
を
開
設
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。新
庄
市
最
上
郡
医
師
会
を

は
じ
め
、新
庄
・
最
上
地
域
の
公
立
病

院
・
診
療
所
の
先
生
た
ち
の
ご
協
力
に
よ

り
、長
年
の
懸
案
が
解
決
し
ま
す
。

　

し
か
し
、新
庄
・
最
上
地
域
の
救
急
医

療
体
制
の
課
題
で
あ
る
医
療
機
能
の
分

担
を
推
進
し
て
い
く
に
は
、患
者
の
症
状

に
応
じ
て
医
療
機
関
を
選
択
す
る
と
い

う
、市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

が
必
要
で
す
。

　

夜
間
・
休
日
の
時
間
外
診
療
は
、軽
症

と
思
わ
れ
る
場
合
は「
診
療
所
」、重
症
と

思
わ
れ
る
場
合
は「
病
院
」と
い
う
よ
う
に

症
状
に
合
っ
た
受
診
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

◎
健
康
課
健
康
推
進
室

�
内
線
５
１
５

 

一次救急 
医療体制 
比較的 
軽症な患者 

 平日夜間（新庄市実施） 
 休日日中（最上広域実施） 
 

在宅当番医制（利用率7％） 
 

二次救急 
医療体制 
手術･入院を 
要する患者 

県立新庄病院 
（利用率60％） 

金山町立病院・町立真室川病院 
町立最上病院・新庄徳洲会病院 

（利用率33％） 
 

現　状 
 

【効果】 ○定点化により場所がわかりやすくなる 
  ○診療科目がわかりやすくなる 
  ○一次・二次医療の役割分担が図られる 

【効果】 ○重症患者中心の診療ができる 

新庄市夜間休日診療所 
（新庄市開設） 

 県立新庄病院 
金山町立病院・町立真室川病院 
町立最上病院・新庄徳洲会病院 

19年3月26日～ 

定点化 

軽症
患者
 

重症患者 

連
携 

【問題点】 
　○当番医がわかりづらい 
　○利用者が少ない 
　○県立新庄病院に集中 
 

（　 ） 

（　 ） 

夜間休日診療所の開設に寄せて

新庄市最上郡医師会
会　長　

須藤俊亮氏

最上保健所
所　長　

井渕安雄氏

　

こ
の
た
び
新
庄
市
夜
間
休
日
診
療

所
が
開
設
さ
れ
る
運
び
と
な
り
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
、新
庄
市
、山
形
県
な
ど

の
行
政
機
関
、医
師
会
、管
内
病

院
・
診
療
所
の
先
生
方
、そ
の
他
関

係
機
関
の
多
く
の
方
々
の
ご
尽

力
、ご
協
力
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

夜
間
休
日
診
療
所
は
、市
民
の
皆

さ
ま
の
要
望
の
も
と
に
開
設
さ
れ
る

も
の
で
あ
り
、時
間
外
初
期
診
療
体

制
の
確
立
、市
民
の
不
安
の
解
消
、増

え
続
け
る
二
次
病
院
の
時
間
外
診
療

の
緩
和
な
ど
が
期
待
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
効
果
的
に

利
用
さ
れ
、地
域
医
療
の
一
環
を

担
う
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

夜
間
休
日
診
療
所
の
開
設
準
備

に
あ
た
っ
て
お
ら
れ
ま
す
新
庄
市

当
局
、新
庄
市
最
上
郡
医
師
会
を

は
じ
め
関
係
者
の
皆
さ
ま
の
ご
努

力
に
対
し
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

夜
間
お
よ
び
休
日
の
初
期
救
急

診
療
体
制
は
県
内
各
地
域
共
通
の

課
題
で
す
。中
で
も
平
日
夜
間
の

初
期
救
急
診
療
を
一
定
の
診
療
所

で
実
施
す
る
の
は
山
形
市
に
次
い

で
二
個
所
目
と
な
り
、他
の
地
区

に
先
駆
け
と
な
り
ま
す
。

　

利
用
さ
れ
る
住
民
の
皆
さ
ま
の

ご
理
解
の
も
と
で
、診
療
所
が
円

滑
に
運
営
さ
れ
る
こ
と
を
お
祈
り

し
開
設
に
寄
せ
る
言
葉
と
し
ま

す
。

　

財
政
厳
し
き
折
、夜
間
休
日
診

療
所
の
設
置
を
英
断
し
た
新
庄

市
、運
営
を
担
当
す
る
新
庄
市
最

上
郡
医
師
会
の
皆
さ
ま
に
敬
意
を

表
し
ま
す
。

　

本
診
療
所
の
開
設
に
よ
り
、新

庄
最
上
地
域
の
救
急
医
療
の
初
動

体
制
が
整
い
、当
院
の
救
急
外
来

の
高
次
救
急
体
制
の
能
力
が
さ
ら

に
有
効
活
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

も
の
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
、地
域
の
限
ら
れ
た
医
療

資
源
を
適
切
、有
効
に
機
能
さ
せ

る
に
は
、症
状
に
応
じ
て
夜
間
休

日
診
療
所
と
当
院
を
使
い
分
け
る

な
ど
、市
民
の
皆
さ
ま
の
絶
大
な

ご
理
解
と
協
力
が
必
要
で
す
。

　

地
域
の
大
切
な
財
産
と
し
て
充

実
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

山形県立新庄病院
院　長　

中嶋凱夫氏
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計画 重点施策アンケート結果
◎政策経営課企画政策室�内線241

必要満足重要取り組み内容

14.4%4.0%20.8%工業団地への企業誘致

18.0%1.9%16.0%新産業の創出

15.0%3.3%15.3%地場産業の活性化

14.3%5.6%13.7%就職面談会の実施

9.9%1.1%4.9%新事業創出への支援

0.2%0.0%0.4%その他

7．企業立地の促進・地場産業における経営基
盤と競争力強化の促進を図る

　企業誘致や地場産業の活性化を図り求職者の地元

定着を促進することに取り組んでいます。

【知っている＝29.9％、知らない＝65.2％、無回答＝

4.9％】

必要満足重要取り組み内容

20.2%6.3%27.5%福利厚生の充実

19.4%2.6%17.8%職業能力の開発

13.6%4.0%13.9%就職相談活動の充実

10.4%2.6%9.0%職業訓練の機会拡充

6.5%2.8  %4.6%勤労者金融対策の充実

0.9%0.0%0.5%その他

8．雇用の安定と勤労者福祉の充実を図る
　安定した雇用の場を確保し、勤労者の福祉向上・充

実を図ることに取り組んでいます。

【知っている＝23.3％、知らない＝71.1％、無回答＝

5.6％】

必要満足重要取り組み内容

16.5%6.5%20.6%家庭と地域の連携強化

17.8%4.0%14.1%子育て講座の開催

12.0%5.3%13.7%家庭教育の啓発・相談

13.6%2.1%12.1%保育士・教員等の研修

9.2%1.1%8.3%ネットワークづくり

0.9%0.2%0.4%その他

9．家庭教育に係わる環境の充実を図る
　子どもたちの家庭における教育の充実を図り、地域全

体で学びはぐくむ事業に取り組んでいます。

【知っている＝21.8％、知らない＝69％、無回答＝

9.2％】

必要満足重要取り組み内容

24.3%1.6%22.0%教職員の指導力等向上

13.6%1.9%16.0%生徒指導と学力の定着

12.3%4.8%15.1%道徳・読書教育の充実

14.4%5.6%14.1%教育環境の整備

8.5%3.7%7.9%児童生徒等相談事業

0.5%0.0%0.9%その他

10．いのちを大切にし、共生の心を身に付け
た新庄っ子を育成する

　子どもたちがいのちを大切にし健全に育つために、道

徳・読書教育を充実させ、地域の教材・人材などを活用

して体験的な教育活動を推進することに取り組んでい

ます。【知っている＝27.1％、知らない＝66.6％、無回答

＝6.3％】

必要満足重要取り組み内容

9.2%10.7%19.2%ごみの分別の徹底

14.8%13.2%15.7%リサイクルの推進

20.4%4.0%15.5%生ごみ活用のたい肥づくり

18.7%1.1%15.1%不法投棄防止

5.8%12.1%6.7%ごみの収集方法

0.5%0.2%0.2%その他

11．ごみの分別、資源化、減量化を進める
　資源循環型社会をつくるため、ごみの減量化、資源

化に取り組んでいます。

【知っている＝73.2％、知らない＝20.1％、無回答＝

6.7％】

必要満足重要取り組み内容

19.9%5.6%19.9%販路拡大と地産地消

21.0%1.9%18.1%担い手育成と共同経営

14.4%2.5%12.1%農産物のブランド化

7.0%8.1%9.7%園芸作物との複合経営

4.0%2.6%5.6%畜産との複合経営

0.9%0.0%0.5%その他

6．稲作を主体とした生産性の高い複合経営
を構築し、農業所得の維持向上を図る

　稲作を主体としながら、園芸作物の導入等による複

合経営の充実強化を図り、魅力とやりがいが実感できる

農業経営を確立することに取り組んでいます。

【知っている＝23.6％、知らない＝71.8％、無回答＝

4.6％】
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新庄市振興計画後期 5 箇年基本　

必要満足重要取り組み内容

23.8%5.6%23.2%歩道の整備

16.5%11.6%22.0%市道の整備

13.2%3.7%15.5%河川整備・管理

7.6%11.3%6.9%公園や緑地などの管理

12.7%8.5%6.7%市街地の形成

1.1%0.0%1.1%その他

　今回のアンケートは、平成18年3月に策定された第３

次振興計画後期５箇年基本計画の中で重点施策とし

た11項目について、市民の皆さんにどれだけ知られて

いるか（認識度）。また、重点施策とした内容が、重要だ

と思われているのか（重要度）・施策に満足しているの

か（満足度）・これから必要になると考えているのか（必

要度）を把握するために実施しました。

　調査結果は、今後の行政運営のための基礎データと

し、各種プロジェクト・事務事業などで活用しながら、市

民の皆さんの声を生かした市政を行っていきます。

●調査期間　18年8月中旬～9月15日

●調査方法　無作為抽出

●対　　象　満18歳～80歳の男女662人

●回 収 数　284人（42.9％）

1．都市機能の根幹である道路・街路の強化と
生活空間の整備を行う

　道路の維持管理、市道や河川の整備などの事業を

通して地域間の交流やゆとりある歩行者空間の確保・

景観に配慮した市街地の形成等に取り組んでいます。

【知っている＝34.5％、知らない＝64.1％、無回答＝

1.4％】

必要満足重要取り組み内容

22.9%2.1%21.1%大型空き店舗活用

18.5%2.5%20.4%魅力的な店舗

11.1%5.3%11.8%回遊しやすさ

12.7%2.1%10.4%空き店舗利活用への助成

6.5%6.7%5.5%イベントの充実

3.5%0.0%1.1%その他

2．中心商店街の活性化を図る
　中心商店街の活性化や空き店舗の活用として手づく

り長屋の事業や夢みらい支援事業等に取り組んでいま

す。

【知っている＝47.6％、知らない＝50.6％、無回答＝

1.8％】

必要満足重要取り組み内容

21.7%7.2%27.5%夜間休日救急診療

19.4%5.8%21.0%県立病院の充実

16.0%4.4%15.0%病院同士の協力体制

11.4%2.3%11.3%小児科医増員対策

4.2%8.5%2.3%かかりつけ医の普及

1.2%0.2%1.2%その他

3． 必要な医療を安心して受けられる体制をつ
くる

　救急医療体制を整備し、誰もが安心して暮らせるた

めに、夜間・休日の救急診療体制づくり等に取り組んで

います。

【知っている＝52.8％、知らない＝42.3％、無回答＝

4.9％】

必要満足重要取り組み内容

18.5%2.6%19.0%子育ての経済的支援

13.9%5.8%14.3%学童保育の充実

10.7%10.0%14.1%保育所・幼稚園の充実

15.1%1.6%13.4%産休・育休の取得環境

11.6%3.7%11.3%子育て相談の充実

1.1%0.0%1.1%その他

4．子育て支援を充実する
　保育所の運営や、子育てに関する相談や情報の提

供など少子化社会に対応した子育て支援に取り組んで

います。

【知っている＝33.5％、知らない＝63.3％、無回答＝

3.2％】

必要満足重要取り組み内容

22.2%7.4%25.7%除排雪の強化

18.3%2.6%19.5%消流雪溝の整備

16.7%4.9%18.7%除排雪助成制度の充実

9.0%3.0%8.5%水量確保と電気料負担

8.3%3.3%4.8%流雪溝利用組織の拡充

1.2%0.0%0.9%その他

5．消流雪用水の安定した水源確保と流雪溝
整備を推進する

　冬でも快適な生活をおくるために、除排雪の対応や消

流雪用水の水源確保、流雪溝の整備を進め、また、市民

との協働による除排雪事業に取り組んでいます。

【知っている＝54.9％、知らない＝39.8％、無回答＝

5.3％】



�

山
交
バ
ス
㈱
の
路
線
バ
ス
廃
止
に
と
も
な
い
、高
齢
者
な
ど
今
ま
で
バ
ス
を
利
用
し
て
き
た
人
の
交
通
手
段
を
確
保
す
る
た
め
、

県
立
病
院
前
〜
土
内
線
、県
立
病
院
前
〜
芦
沢
線
の
二
路
線
に
、四
月
二
日
か
ら
市
営
バ
ス『
か
む
て
ん
号
』を
運
行
し
ま
す
。

市
内
の
路
線
バ
ス
の
現
状

　

路
線
バ
ス
は
、通
勤
、通
学
、通
院
な
ど

わ
た
し
た
ち
の
日
常
生
活
を
支
え
る
公

共
交
通
機
関
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担

っ
て
き
ま
し
た
が
、マ
イ
カ
ー
な
ど
の
普
及

に
よ
り
昭
和
四
十
一
年
を
ピ
ー
ク
に
利

用
者
が
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
現
在
、市
内
を
運
行
し
て
い

る
路
線
バ
ス
八
路
線
の
う
ち
七
路
線
が

赤
字
運
行
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
ま
で

山
交
バ
ス
㈱
は
運
行
を
継
続
し
て
い
く
た

め
に
、路
線
の
統
廃
合
や
減
便
な
ど
に
よ

り
対
応
し
て
き
ま
し
た
が
、そ
の
経
営
努

力
も
利
用
者
の
減
少
を
止
め
る
こ
と
は

で
き
ず
、限
界
に
達
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、市
は
公
共
交
通
機
関
と
し
て
の

路
線
バ
ス
を
維
持
す
る
た
め
、赤
字
運
行

と
な
っ
て
い
る
山
交
バ
ス
㈱
に
対
し
、赤
字

額
の
一
部
を
補
助
金
と
し
て
補
て
ん
し
て

い
ま
す
。そ
の
補
助
金
額
は
十
七
年
度
決

算
で
約
千
二
百
万
円
と
な
り
、十
二
年

度
の
六
倍
と
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、平
成
十
八
年

二
月
、山
交
バ
ス
㈱
か
ら
市
に
対
し
、市

内
で
運
行
し
て
い
る
四
路
線（
土
内
線
、

堀
内
線
、舟
形
線
、羽
根
沢
線
）を
十
九

年
三
月
末
で
廃
止
し
た
い
と
の
申
し
出
が

あ
り
ま
し
た
。

市
営
バ
ス
導
入
の
経
緯

　

市
は
、申
し
入
れ
の
あ
っ
た
路
線
の
利

用
状
況
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、四
路
線
と

も
乗
車
密
度
が
低
く
、全
く
乗
客
が
い

な
い
便
も
あ
り
ま
し
た
。

　

四
路
線
の
存
続
に
つ
い
て
は
、山
交
バ
ス

㈱
、関
係
自
治
体
で
あ
る
舟
形
町
、鮭
川

村
と
協
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
が
、路
線

バ
ス
の
利
用
状
況
や
市
の
補
助
金
の
増
加

な
ど
、現
状
か
ら
い
っ
て
申
し
出
を
受
け

入
れ
ざ
る
を
得
な
い
と
判
断
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、路
線
バ
ス
は
、通
学
に
利
用

し
て
い
る
児
童
や
高
齢
者
の
通
院
・
買
い

物
な
ど
に
必
要
な
公
共
交
通
機
関
で
あ

る
た
め
、効
率
的
で
効
果
的
な
代
替
交

通
手
段
の
確
保
を
検
討
し
た
結
果
、二

路
線
で
市
営
バ
ス
を
運
行
す
る
な
ど
次
の

よ
う
な
対
応
を
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

●
土
内
線
・
堀
内
線

　

市
営
バ
ス
運
行

●
舟
形
線

　

路
線
短
縮
に
よ
る
鳥
越
南
〜
県
立
病

院
発
着
で
の
山
交
バ
ス
㈱
運
行

●
羽
根
沢
線

　

鮭
川
村
営
バ
ス
が
県
立
病
院
ま
で
乗

り
入
れ
す
る
た
め
、村
営
バ
ス
を
利
用

◎
政
策
経
営
課
企
画
政
策
室

�
内
線
2
4
1

（単位：人）4路線バス乗車状況
１便平均乗車人数１日平均乗車人数１カ月計乗車人数

運行系統
18年度17年度18年度17年度 18年度17年度

5.25.626.245.0577―県立病院 ～ 土　内

5.95.811.729.0258664県立病院 ～ 堀　内

40.527.8121.4139.02,6702,791県立病院 ～ 舟　形

19.615.378.292.01,7211,891県立病院 ～ 羽根沢

※山交バス㈱調査による数値（17年9月、18年6月実施）
※舟形線／日新小児童70人が通学に利用、羽根沢線／鮭川小児童33人が通学に利用

市内路線バス運行状況
備考

乗客数（人）乗車密度（人）市補助額（千円）欠損額（千円）
運行系統

 17年度16年度 17年度16年度 17年度16年度 17年度16年度
国庫補助138,24788,2215.03.9001,26915,387県立病院～金山
黒字路線――7.08.90000県立病院（最上公園）金山
国庫補助61,99653,7093.73.1009,88013,503県立病院～肘折
国庫補助51,14770,8303.23.6006,3305,057 県立病院～烏川
統廃合済24,70830,9254.55.61,3724673,9621,350県立病院（沼の台）肘折
統廃合済4,0806,1273.43.7472486753775新庄～清水
廃止予定8,74814,6641.52.36,6375,1756,6375,176県立病院～土内
廃止予定18,92424,6782.42.31,9151,1655,1455,758県立病院～堀内
廃止予定27,30028,5452.52.05397652,5483,981県立病院～舟形
廃止予定33,25237,5853.12.96404774,8295,661県立病院（日下）羽根沢

88,224105,472――9,7317,58219,15920,5764路線合計
83.6―――128.3―93.1―前年度比（％）

※乗車密度は、走行総㌔や運行収入などを考慮し、平均乗車人数を算出したものです。1日の輸送人員（乗
車密度×運行回数）が15人以下になると国庫補助対象外となり、乗車密度が１．５人未満になると県補助基
準の対象外となります。

4
月
か
ら
運
行
し
ま
す 
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【運行路線】
●土内線　山交バス㈱運行時と同じ経路・
停留所に二枚橋経路を追加しました。
●堀内線　芦沢～県立病院前を発着した経
路に変更し、「芦沢線」に名称変更しまし
た。

【運行時間】
土内線は児童の通学時間を、芦沢線は高齢
者の通院時間を考慮し設定しました。
【料金】
現在の山交バス㈱の料金、他市町村運営バ
スの状況や事務の効率性、負担の公平性など
から利用者にもわかりやすい100円単位の2段
階一律料金としました。
幼児（1歳未満は無料）・小中学生・障害者の料金は
一律100円です。
【市営バス車両】
実態調査に基づき、最大乗車人数を上回る乗客定員 14 人
のワゴンタイプの車両 1台により「土内線」「芦沢線」を運行
します。そのため、乗車定員以上の利用客があった場合は
乗車をお断りする場合があります。

【運行経路・停留所】
●鳥越線　鳥越南～県立病院前／山交バス㈱運
行時と同じ

●羽根沢線　山交バス㈱運行時と同じ／市内の
停留所は６カ所（あたご町、西山、北高口、仲町、
新庄駅前、県立病院前）

【料金】
●鳥越線　山交バス㈱運行時と同じ
●羽根沢線　２段階一律料金

利用料金
区　分

その他市内の乗降

500円300円中学生、高校生大人

100円100円幼児、小学生

●鳥越線（1日3便）
運行時間

鳥越南発7:20⇒金沢7:28⇒県立病院前着7:35午前便

県立病院前13:43⇒金沢13:50⇒鳥越南着13:58午後1便

県立病院前15:28⇒金沢15:35⇒鳥越南着15:43午後2便

●羽根沢線（1日2便）
運行時間

羽根沢温泉発7:35⇒あたご町7:59⇒県立病院前着8:11午前便

県立病院前16:00⇒あたご町16:13⇒羽根沢温泉着16:36午後便

●県立病院前・土内線（1日3便）
現在の運行運行時間（予定）

土内発 7:15と8:45土内発7:40⇒県立病院前着8:20 午前便

新設県立病院前発13:20⇒土内着14:00午後1便

県立病院前発15:40県立病院前発15:45⇒土内着16:25午後2便

●県立病院前・芦沢線（1日2便）
現在の運行運行時間（予定）

芦沢発 8:35芦沢発9:00⇒県立病院前着9:30午前便

県立病院前発14:00県立病院前発14:40⇒芦沢着15:10午後便

●県立病院前・土内線
降車地区

萩野地区
（吉沢～土内）

新庄地区
（県立病院前～六軒屋） 

500円300円
新庄地区

（県立病院前
～六軒屋）

乗
車
地
区 300円500円萩野地区
（吉沢～土内）

●県立病院前・芦沢線
降車地区

 角沢地区
（一本杉～芦沢）

新庄地区
（県立病院前～野際団地前）

400円300円
新庄地区

（県立病院前～
野際団地前）

乗
車
地
区 300円400円角沢地区
（一本杉～芦沢）

土内線・芦沢線（市営バス）

鳥越線（山交バス㈱）・羽根沢線（鮭川村営バス）

▲市営バスイメージ
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市民サービスのさらなる向上を目指すため、事業の目的や効果を評価・改善しながら
効率的で効果的な行財政運営を図る｢行政評価システム｣。

新庄市では、平成15年度から導入し、今年度は17年度実施事業408件について評価を行いました。
4年目を迎えた行政評価の取り組みについてお知らせします。

　

国
と
地
方
の
あ
り
方
や
経
済
的
環
境

が
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
、住
民
ニ
ー
ズ
が

複
雑
・
多
様
化
し
て
い
る
中
、市
の
財
政
事

情
は
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

市
政
運
営
の
主
役
で
あ
る
市
民
の
要

望
に
適
切
に
応
え
て
い
く
た
め
に
は
、市

の
限
ら
れ
た
財
源
と
人
的
資
源
を
生
か

し
な
が
ら
、効
率
的
な
行
財
政
運
営
を

行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ら
の
状
況
に
対
応
す
る
方
法
の

一
つ
と
し
て
、行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
の
Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ
管
理
サ
イ
ク
ル
を
確
立
す
る
こ
と

が
、大
変
有
効
で
あ
る
と
考
え
実
施
し
て

い
ま
す
。

評
価
の
目
的 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
●
行
政
の
説
明
責
任
と
透
明
性
の
確
保

　

行
政
の
事
業
内
容
や
成
果
を
市
民
に

説
明
し
ま
す
。

●
行
政
の
効
率
化

　

限
ら
れ
た
財
源
・
人
材
の
効
率
的
な

活
用
と
、効
果
的
な
行
政
運
営
が
で

き
な
い
要
因
を
改
善
し
ま
す
。

●
職
員
の
政
策
形
成
能
力
の
向
上

　

目
標
と
コ
ス
ト
意
識
の
高
揚
な
ど
職

員
の
意
識
改
革
と
政
策
形
成
能
力
の

向
上
を
目
指
し
ま
す
。

評
価
の
対
象 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

何
を
評
価
す
る
か
に
つ
い
て
は
、ま
ち

づ
く
り
の
方
向
性
か
ら
具
体
的
実
施
内

容
ま
で
を
示
し
た
政
策
、施
策
、事
務
事

業
の
三
つ
の
行
政
活
動
が
あ
り
ま
す
が
、

身
近
な
わ
か
り
や
す
さ
か
ら
事
務
事
業

を
評
価
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

　

事
務
事
業
評
価
の
見
直
し
を
行
い
な
が

ら
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
の
習
熟
を
図
り
、

施
策
評
価
や
政
策
評
価
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
し
て
い
く
計
画
で
す
。そ
の
た
め
、今
年

度
よ
り
施
策
評
価
を
実
施
し
ま
し
た
。

評
価
の
方
法 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

市
民
の
視
点（
事
業
の
有
効
性
・
必
要

性
）、コ
ス
ト
の
視
点（
事
業
の
効
率
性
）、

業
務
プ
ロ
セ
ス
の
視
点（
事
業
の
プ
ロ
セ
ス

改
善
）、組
織
人
材
の
視
点（
事
業
の
組

織
体
制
）の
四
つ
の
視
点
で
事
務
事
業
の

達
成
状
況
を
評
価（
絶
対
評
価
）し
、そ

の
四
つ
の
視
点
を
さ
ら
に
、本
来
実
施
す

べ
き
か
、計
画
ど
お
り
進
ん
で
い
る
か
な

ど
、項
目
別
に
評
価（
相
対
評
価
）し
て
い

ま
す
。ど
ち
ら
の
評
価
も
客
観
性
を
持

ち
比
較
・
検
証
し
や
す
く
す
る
た
め
に
点

数
化
し
て
い
ま
す
。事
務
事
業
の
内
容
を

多
角
的
視
点
で
評
価
し
た
う
え
で
、現

状
の
課
題
・
問
題
点
を
整
理
し
、今
後
の

方
向
性
を
見
極
め
ま
す
。

　

ま
た
、前
年
度
に
実
施
し
た
事
務
事

業
の
結
果
を
評
価
す
る
事
後
評
価
だ
け

で
な
く
、今
年
度
か
ら
事
務
事
業
の
事
前

評
価（
目
標
設
定
）、事
中
評
価（
進
行
管

理
）を
導
入
し
、Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
管
理
サ
イ
ク

ル
を
確
立
す
る
こ
と
に
よ
り
的
確
に
事

務
事
業
の
内
容
把
握
・
状
況
確
認
に
努

め
て
い
ま
す
。

行政評価
システムとは

　行政評価システムとは、どれだけの

予算額や人員を投入して「どのような

成果があったか」「当初予定していた成

果が着実に上がっているか」など、行

政活動の目的を明確にしながら行政

活動の効果を数値化し、市民の視点に

立って評価するものです。

　管理サイクル［ＰＬＡＮ（計画）→Ｄ

Ｏ（実践）→ＣＨＥＣＫ（評価）→ＡＣ

ＴＩＯＮ（改善）］を行政活動に取り入

れながら、行政の意思決定から評価・

見直しまでの過程を明らかにする方法

です。

　また、評価結果を皆さんに公表する

ことにより、行政の透明性の確保、市民

と行政とのパートナーシップづくりなど

に役立てていきます。

経営感覚を取り入れた行財政運営と
市民サービスの向上を目指して

行政評価の結果を
お知らせします

市第３次振興計画 

  

事務事業 408

政策 
18 
 

施策 61

基本目標  5

市の将来像 

田園都市 
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評価結果一覧表

評
価
の
主
体 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

行
政
評
価
は
事
務
事
業
の
担
当
課
が

責
任
を
も
っ
て
評
価
し
て
い
ま
す
。自
己

評
価
で
あ
り
再
評
価（
二
次
評
価
）は
行

い
ま
せ
ん
。有
識
者
や
市
民
な
ど
、職
員

以
外
が
評
価
す
る
外
部
評
価
を
実
施
し

て
い
る
自
治
体
も
あ
り
ま
す
が
、本
市
で

は
評
価
精
度
を
高
め
る
た
め
市
内
部
で

の
評
価
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

市
振
興
計
画
審
議
会
委
員
に
よ
る
第

三
次
振
興
計
画
後
期
五
箇
年
基
本
計
画

の
進
行
管
理
や
、九
月
に
実
施
し
ま
し
た

重
点
施
策
に
対
す
る
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

を
外
部
評
価
と
し
て
位
置
づ
け
、そ
の
結

果
を
事
務
事
業
評
価
に
も
有
効
に
活
用

し
て
い
ま
す
。

評
価
結
果
の
活
用 　
　
　
　
　
　
　
　

　

こ
れ
か
ら
の
行
政
運
営
は
、
経
営
感
覚

を
取
り
入
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
行

政
経
営
の
基
礎
と
な
る
の
が
行
政
評
価

で
す
。評
価
結
果
を
、
今
後
の
予
算
編
成

な
ど
の
財
政
運
営
や
職
員
の
適
正
配
置

に
反
映
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　

詳
し
い
評
価
結
果
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
や
、政
策
経
営
課
、市
民
プ
ラ
ザ
、わ

く
わ
く
新
庄
、
市
立
図
書
館
で
も
ご
覧

に
な
れ
ま
す
。

　

今
後
も
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら

よ
り
良
い
評
価
シ
ス
テ
ム
構
築
に
向
け
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

※数字は事務事業の件数■19年度に向けての方向性
総　合　判　断

合　計
19年度

統合

19年度

コスト削減

19年度

縮小

19年度

拡大

19年度

継続 

18年度末

終了

18年度末

休止

18年度末

廃止

17年度末

終了

408171243642126

■主な内訳
担当課事務事業名区分担当課事務事業名区分

農林課地産地消推進事業縮
小

　

年
度
へ
向
け
た
方
向
性

19

政策経営課地域経済活性化計画事業

　

年
度
末
終
了

17 福祉事務所
保育所運営事業 

コ
ス
ト
削
減

福祉事務所

在宅高齢者生活支援サービス事業（※）
（ホームヘルプ、ショートステイ）

児童館運営事業生きがい活動支援通所事業（※）

水道課
原水および浄水事業生涯学習課市史編さん事業

水道料金賦課収納事業生涯スポーツ課プロ野球イースタンリーグ戦
「楽天VSヤクルト」開催事業

生涯学習課
図書館管理事業選挙管理委員会市議会議員補欠選挙費

文化会館管理事業福祉事務所知的障害者措置医療事業 
18年度末
廃止

生涯スポーツ課市体育施設修繕事業

農林課

水産振興支援事業費補助金
（旧淡水魚増殖補助事業）

都市整備課雪に強いまちづくり支援事業統
合

森林整備地域活動支援
交付金事業

18年度末
休止

（※）法改正により他事業へ移行したもの
　◎詳細は、市ホームページ・施設などでご覧ください。

http://www.city.shinjo.yamagata.jp

担い手育成基盤整備事業
（県負担金・小泉）18年度末

終了 担い手育成基盤整備事業
（県負担金・柏木山）

■用語の定義

●19年度継続…現状のまま継続する事業
●19年度拡大…現在の事業規模を拡大して継続すべき事業
●19年度縮小…手段・方法などを改善し、事業規模を縮小
しながら継続すべき事業
●19年度統合…他の事務事業と統合し、効率化を図るべ
き事業

●17年度末終了…17年度末で終了した事業
●18年度末廃止…事業本来の目的を達成、または必要性
が希薄になったなどの理由により年度末で廃止する事業
●18年度末休止…当該年度以降、当分の間実施しない事
業

●18年度末終了…当該年度で終了する事業

◎詳しくは、政策経営課企画政策室へ。 �内線242   メール  kikaku＠city.shinjo.yamagata.jp
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【計画策定趣旨】
　近年、人口の伸び悩みや節水意識の向上から、水道水の需要は減少傾向にあります。
　これからの水道事業は、未普及地域の解消に向けた給水区域の拡大や普及率の向上、耐震性の強化などの災害対策や
環境保護への意識の高まりなど、事業環境の変化に的確に対応していかなければいけません。
　この計画は、21年度を目標年次とし、安全で安定性の高い水道水の供給を維持するために策定しました。

【事業計画】

【中期財政収支計画】 （単位：千円）

【経営基盤強化への取り組み】
　今後とも安全で安定性の高い水道水の供給を維持するために、給水地域の拡大と普及率の向上などを図るとともに、各浄
水場の維持管理をはじめとした業務の民間委託など、事業経営を見直していくことによって一層の経費削減を図っていきます。

新庄市水道事業中期経営計画
（平成17年度～21年度）

　現在、市には約40の各種審議会や委員会があります。
パートナーシップ型市政への転換という方針のもと、なるべく
多くの市民が委員として市政に参画できるよう努めています。
　委員公募制は14年度に導入し、現在、各種計画や指針
などの策定では、公募枠を確保することを原則にしています。
また、委員の中で女性が占める割合を30％に高めることを当
面の目標に取り組んでいます。

あなたの意見を市政に ！ 各種委員会の委員を公募します

21年度20年度19年度18年度17年度区　　　分
1,070,6291,040,2121,031,2471,033,0521,034,827給水収益収

入 167,512189,005210,081237,821286,889他会計補助金等
121,000121,000121,000121,000122,004人件費支

出 1,063,8341,068,9851,072,5571,065,9571,114,772物件費等
53,30739,23247,77183,91684,940経常損益

21年度20年度19年度18年度17年度区　　　分
39,36037,72036,90036,49035,987給水人口（人）

4,338,6534,240,4824,229,1094,262,0324,295,229年間総給水量（�）
11,88711,61811,58711,67711,7681日平均給水量（�）

◎水道課 �内線351～357

●応募期限　2月28日�必着
●共通応募資格
①公益的な観点から意見を述べられる人
②市内に住所を有し、現に居住している人
③本市の他の審議会等の委員でない人
●応募方法
　テーマ作文を添えて次の項目を記載した申込書を提出
してください。 ①希望する審議会等の名称 ②住所、氏名、
電話番号、性別及び生年月日 ③現在の職業・勤務先 
④経歴（職歴、学歴等参考となる事項） ⑤地域活動の状
況 ⑥応募理由 ⑦テーマ作文（400～800字程度）
●提出方法　郵送、ファクス、電子メール、または持参
して各担当課へ提出してください。

～公募する委員・問い合わせ先～
新庄市行政改革市民委員会 ............................ 3名程度
　作文テーマ 「行政改革に期待すること」
新庄市協働評価委員会 ........................................... 1名
　作文テーマ 「市民と行政の協働について」

◎総務課　�内線215 �22-0989
新庄市振興計画審議会 ........................................... 1名
　作文テーマ 「振興計画に期待すること」

◎政策経営課　�内線241 �22-0989
新庄ふるさと歴史センター運営協議会 ...................... 1名
　作文テーマ 「ふるさと新庄を誇りに思うこと」

◎歴史センター　�22-2188 �23-3734
新庄市民プラザ運営審議会 .................................... 1名
　作文テーマ 「生涯学習に期待すること」

◎市民プラザ　�22-4200 �22-4201
わくわく新庄運営審議会 ........................................... 1名
　作文テーマ 「わくわく新庄に期待すること」

◎生涯学習課　�内線461 �23-5600
新庄市民文化会館運営審議会 ................................ 1名
　作文テーマ 「これからの文化施設のあり方について」

◎市民文化会館　��22-7029
雪の里情報館運営協議会 ....................................... 1名
　作文テーマ 「これからの雪のふるさとづくりについて」

◎雪の里情報館　�22-7891 �22-7860
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　普段何気なしに出しているごみも一つ間違うと大変な
事故につながります。
　ごみ収集中のパッカー車（ごみ収集車）の車両火災が
周囲を巻き込んだ惨事に発展することがあります。また、
予定どおりの収集ができなくなり市民の皆さまに多大な
迷惑がかかります。

●スプレー缶やカセットボンベ、ライターなどは、使い切っ
て缶の収集のときにコンテナなどで出してください。ごみ袋
では絶対に出さないでください。
●ストーブ 、ガスレンジ 、電化製品などに入っている電池は、
必ずはずして電池専用回収容器に出すか 、組合加盟の
電器店、市環境課などにお持ちください。
●ファンヒーターなどをごみとして出すときは、灯油を抜き
取ってから出してください。
※ストーブやファンヒーターなど、持ち込めば金属製資源
物として無償で引き取ってくれる資源回収業者もあります。
◎詳しくは、環境課環境保全室へ。�内線431

▲電池が入ったままのガスコンロ。点火スイッチが押された状態でパッカー車から出
てきました。

▲消防隊員も駆けつけての消火活動。▲作業員がパッカー車から燃えているご
みを引き出します。

危ない！
ルールを守っ て
ごみ出しを

　わたしたちが暮らす山形県は、美しい自然と山 に々囲まれた地域です 。
そのなかでも森林は、県土面積の約72％を占めています 。近年、手入れ
がなされず管理が放棄されたり、長期間利用されずに放置される森林
が増加し、このままでは県民の生活に大きな影響を及ぼすことが懸念さ
れています 。県民一人ひとりができることを自らの問題としてとらえ、森づく
りを支えていくことが必要です 。次世代の子どもたちに、かけがえのない
財産として受け継ぐために、19年4月から「やまがた緑環境税」を導入し、
「県民みんなで支える新たな森づくり」に取り組みます 。

みんなが安心して暮らせるみどり豊かな 「やまがた」 のために

4月から「やまがた緑環境税」が導入されます

被害木の伐採 
広葉樹の植栽 

いろいろな種類や年齢の木 
が入り混じった里山林へ 

放置された病気害虫などにより 
荒廃した里山林の再生などを行います 

◎詳しくは、最上総合支庁税務課へ。  �28-7713

●個人：年1,000円
（個人県民税均等割額に年1,000円を加算）
●法人：資本金等の金額により年2,000円
～80,000円（県民税均等割額に10％相当
額を加算して申告納付が必要で、19年8月
決算法人の予定・中間申告、また19年4月
決算法人の確定申告から課税）

森林整備事業説明会
●対象　森林を所有している人

場　　所日　　時

市民プラザ2月26日�午後7時～

JA八向支所2月27日�午後7時～

萩野地区公民館2月28日�午後7時～

市民プラザ3月1日�午後7時～

わくわく新庄3月2日�午後7時～

◎詳しくは、最上総合支庁森林整備課へ。
 �28-7724
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　最近、気になるお腹のでっぱり・・・その正体は内臓脂
肪です 。メタボリックシンドロームはこの内臓脂肪型肥満
に加えて 、高血糖、高血圧、高脂血症をあわせ持った状態
のことをいいます 。
　怖いのは、1つひとつの症状は軽度でも 、相乗効果によ
り動脈硬化などが急速にすすんでしまうことです 。

まずは内臓脂肪を減らそう
　メタボリックシンドロームは内臓脂肪の蓄積という氷
山の上に、高血糖、高血圧、高脂血症などの氷の岩が伸
びている状態です 。個々の病気を治療していくより 、おお
もとの内臓脂肪の蓄積を減らすことが根本的な解決とな
ります 。

　内臓脂肪は皮下脂肪にくらべて運動や食事の見直し
などにより減らしやすい特徴があります 。お腹まわりが気
になりだしたら、生活習慣を見直してみましょう。

一般健康相談へどうぞ
　健診結果の相談やご自身の生活習慣改善など 、お気軽
にご利用ください。
●とき 毎月第1･3金曜日午前9時～午後3時（昼を除く）
●ところ 保健センター　

いきいき健康づくり新庄21（循環器病・糖尿病編）
～メタボリックシンドロームを知っていますか？～ ◎健康課健康推進室�内線513

　文化・観光資源として最上峡の可能性に注目し、日本三大
急流の一つ「最上川」の豊かな自然・歴史・文化を素材とする
観光開発に精力的に着手しました。
　全国に先駆けて“雪見舟”を運行するなど、「最上川舟下り」
を県を代表する観光資源の一つに発展させるとともに、新庄観
光協会会長として36年の永きにわたり本市観光の振興に努めま
した。特に、山形新幹線新庄延伸にともない、最上川舟 下りと本
市観光の連携に尽力し、魅力ある観光地づくりに貢献しました。
新庄商工会議所常議員にも就任し、自らの体験を踏まえた先
進的な提言は商工会議所活動に多大な影響を与えました。
　地域の伝統・文化の掘り越こしや各種イベントの開催にも情
熱を持って取り組むなど、広い視野を持った活動は県全体の観
光振興にも大きく寄与しています。

メタボリックシンドロームの診断基準
●腹　　囲…男性＝85cm・女性＝90cm以上

（“へそ”の高さで測ります）
　　＋（次のうち2項目以上該当）

●高 血 糖…空腹時血糖値が110mg／ dl以上
●血圧高値…収縮期血圧が130㎜Hg以上

または拡張期血圧が85㎜Hg以上
●高 脂 血…中性脂肪が150㎎／ dl以上

またはHDLコレステロール値が40㎎ ／ dl未満

運動習慣チェック

□1年以上継続している運動習慣がない
□1日の歩行時間は1時間未満だ
□同世代の同性の人と比べて歩く速度が遅いほうだ
□仕事や家事でこまめに体を動かすほうではない
□近場でもすぐ乗り物に乗ってしまう

食習慣チェック

□早食い・ドカ食い・ながら食いが多い
□朝食を抜くことが多い
□夜食や間食が多い
□肉類など脂っこいものが好きで 、野菜はあまり食べない
□お菓子や甘い飲み物は毎日欠かさない
□ほぼ毎日飲酒する

　県内における高校教育の充実向上に情熱を注ぐとともに、新
庄・最上地域の歴史や民俗の調査に傾倒し、その研究を基に、
市教育委員会が発行した多くの出版物の執筆・刊行に尽力し、
市の伝統文化の周知に大きく貢献しました。特に、17年度完了
した新庄市史編さん事業では、26年にわたる事業期間中、常に
中心的な役割を担ってきました。
　民話の普及においても、新庄・最上地域の民話・伝説を後世
にも残していきたいと採話し、新庄民話の会初代会長として昭
和61年に「みちのく民話まつり」を開催するなど、“民話の里・新
庄”の名を全国的に知らしめる礎となりました。
　また、県文化財保護審議会会長をはじめとして各種審議会
委員を歴任し新庄･最上地域のみならず県全体の文化財の発
掘・保存に尽力しています。

新庄市表彰功労章受賞者
市は昭和39年から政治、経済、文化などさまざまな分野で市政の発展に功労のある方を表彰しています 。

産
業
・
経
済
功
労

押
切 
六
郎
さ
ん

（
本
合
海
／
大
正
十
二
年
生
ま
れ
）

教
育
・
文
化
功
労

大
友 
義
助
さ
ん

（
北
町
／
昭
和
四
年
生
ま
れ
）
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　「もっともっと練習して将来的にはプロのライダーと

して活躍したいです」と語る設楽さんは、新庄東高校に

通う高校3年生。

　｢スノーボードを始めたのは小学5年のときです。ス

キー場で気持ちよさそうに滑っているスノーボーダー

を見て自分もやってみたいと思いました。始めはうまく

滑れませんでしたが、友だちや先輩たちと一緒に滑って

いるうちに上達し、ジャンプなどいろいろな技にも挑戦

できるようになりました。

　練習はほとんど毎日。郡内や県内のスキー場に行って

練習しています 。練習はハードですが、友だちや先輩た

ちと楽しみながら続けています。夏場は、スケートボード

で“すぽーてぃあ”の屋外練習場などでスノーボードを

意識して練習しています 。

　高校に入学して自分の力を試してみたいと思うように

なり、JSBA（日本スノーボード協会）主催の競技大会に

エントリーしました。種目は、“スロープスタイル” 。雪で

できたジャンプ台だけでなく、コース上に設置された鉄

製のレールや箱など使ってその上を滑ったりジャンプし

たりしてその技術を競う競技です」

　設楽さんは、高校1年のときに出場した東北大会で準

優勝、全国大会で7位入賞、昨年の東北大会では優勝、全

国大会でも5位に入賞しました。

　「オリンピック正式種目の“ハーフパイプ”などに比べ

ると“スロープスタイル”は一般的にはあまり知られて

いない種目ですが、基本的な滑走技術からジャンプなど

総合的な技術が必要で、とても奥が深く面白い種目だと

思います 。コース取りや技の組合せが重要なポイントに

なりますが、イメージどおり滑れたときは本当に気持ち

がいいです 。さらに練習を重ね技に磨きをかけていきた

いです 。

　社会人になっても、働きながら競技を続けたいと思い

ます 。雪はマイナスのイメージが大きいですが、楽しみ

方もいろいろある

と思います 。スノー

ボードに限らず、多

くの人に雪を楽し

んでもらいたいで

す」と設楽さんは、

爽やかな笑顔で話

してくれました。

スノーボードで
雪を楽しむ

 設楽  拓也    さん（鳥越）
したら たくや

　

×
月
×
日

　

埼
玉
県
の
千
間
台
へ
。
毎
年
四
月
と
十

月
に
開
催
さ
れ
る
商
店
会
主
催
の
祭
り

の
司
会
に
行
き
ま
し
た
。
祭
り
と
言
え
ば

「
新
庄
ま
つ
り
」
で
す
が
、
も
う
何
十
年

も
見
て
い
ま
せ
ん
。
今
年
こ
そ
行
っ
て
み

よ
う
と
思
い
な
が
ら
の
司
会
で
し
た
。
露

店
か
ら
匂
っ
て
く
る
焼
き
ソ
バ
や
い
か
の

丸
焼
き
の
に
お
い
。
あ
ー
な
つ
か
し
い
な
ー
。

　

×
月
×
日

　

半
年
ぶ
り
に
新
庄
へ
帰
り
ま
し
た
。
も

ち
ろ
ん
仕
事
で
す
。
昨
夜
は
、
高
校
時

代
の
同
級
生
が
や
っ
て
い
る
ビ
ア
ガ
ー
デ

ン
の
余
興
。
今
日
は
、
最
上
町
の
某
お
寺

で
の
落
語
会
で
す
。
地
元
に
帰
る
と
い
つ

も
思
い
出
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
新
庄
弁

丸
出
し
で

師
匠
の
門

を
た
た
き

ま
し
た
が
、

な
ま
り
の

た
め
そ
の

場
で
断
わ

ら
れ
ま
し

た
が
、
そ

れ
か
ら
一

年
を
か
け

て
標
準
語

に
直
し
再
度
ア
タ
ッ
ク
し
た
ら
Ｏ
Ｋ
。
昭

和
四
十
八
年
四
月
二
十
日
の
出
来
事
で

す
。

　

×
月
×
日

　

大
変
に
お
目
で
た
い
一
日
で
す
。
弟
弟

子
の
真
打
ち
昇
進
記
念
公
演
へ
出
演
し
ま

し
た
。
わ
た
し
の
師
匠
柳
家
小
三
治
一

門
は
九
名
で
す
。
一
門
勢
ぞ
ろ
い
で
口
上
。

落
語
界
で
は
、
真
打
ち
は
一
人
前
で
す
。

わ
た
し
も
彼
に
負
け
な
い
よ
う
に
、
初
心

に
も
ど
っ
て
頑
張
ろ
う
。
新
庄
の
皆
さ
ん

応
援
し
て
く
だ
さ
い
ネ
。

　

×
月
×
日

　

十
年
続
け
て
出
演
し
て
い
る
福
祉
作

業
所
で
の
落
語
会
で
す
。
身
体
の
不
自
由

な
皆
さ
ん
が
、
わ
た
し
が
高
座
へ
上
が
る

と
た
ん
に
「
待
っ
て
ま
し
た
」
。
芸
人
冥

利
に
つ
き
ま
す
。
来
年
も
必
ず
行
き
ま
す
。

　

×
月
×
日

　

足
立
区
の
小
学
校
で
の
公
開
講
座
へ
。

師
弟
関
係
の
お
話
し
で
す
。
何
か
大
切

な
も
の
を
失
っ
た
何
十
年
間
だ
と
思
い
ま

す
。
親
と
子
、
人
と
人
。
わ
た
し
の
講
演

が
少
し
で
も
役
に
立
て
た
ら
と
思
い
ま
し

た
。
新
庄
に
生
ま
れ
育
っ
た
わ
た
し
で
す
。

少
年
時
代
に
も
ど
っ
て
無
邪
気
に
こ
れ
か

ら
の
人
生
を
楽
し
み
た
い
と
思
う
今
日
こ

の
頃
で
す
。

　

私
の
江
戸
日
記

�
新
庄
藩
江
戸
家
老 

柳
家 
〆
治
さ
ん

（ 
落　

語　

家 
）

▼下の段の右から2番目が〆治さん
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市民スキー場で楽しもう！
開場から7シーズン目を迎えた市民スキー

場。今年は例年にない雪不足で12月に予

定していしていたオープンが1月に延期。

オープン初日となった元日は無料開放さ

れ、待ちわびたスキーヤーやスノーボー

ダーが久しぶりの雪の感触を楽しみまし

た。スキー場の営業は2月末日まで。最終

日（2月28日）は無料開放します。

消防団出初め式
市内の消防団員や最上広域消防本部職

員、市の関係者など総勢500人が参加し

て正月恒例の消防出初め式が行われま

した。団員たちは駅前通りで威風堂 と々し

た分列行進を披露。また、市役所前では

消防車6台を連ねて祝賀放水を行いまし

た。参加者たちは、地域の防災を担う決

意を新たにしました。

個性が光る逸品の数々
今年度雪の里情報館雪国ギャラリーに展

示されてきた、アートクレイシルバー、モダ

ンビーズアクセサリー、つる細工、ドールハ

ウス＆ミニチュアクラフト、手づくり石けんを

一堂に集めた作品展を開催しています。

会場を訪れた子どもたちは、細やかな作

品それぞれに、驚きながらもじっくりと見

入っていました。

宝くじの助成金で整備
コミュニティ助成事業は、（財）自治総合セ

ンターが宝くじの普及広報事業費を財源

として、地域の社会活動に助成を行うもの

です。福宮地区自治会は、今年度コミュニ

ティ助成事業の助成金を受けて次の事

業を実施しました。

●助成対象　除雪機の整備

●助成額　190万円

※コミュニティ助成事業を実施したい自

治会・町内会などは、政策経営課にご相

談ください。�内線242

▲雪不足で開場が遅れた市民スキー場。待望のオープンに雪の感触を楽しむスノーボーダー（1月1日／市民スキー場）

▲分列行進・祝賀放水などを披露した市消防団出初め式（1月7日／駅前通り～市役所前）

▲雪害調査所における雪の研究とその成果
　（18年 1 2 月 2 日～19年3月31 日／雪の里情報館）

▲18年度雪国ギャラリー出展記念逸品展
（1月13日～31日／雪の里情報館）

▲2007新春初おどりとお楽しみ会
　（1月7日／ゆめりあ）

▲福宮自治会がコミュニティ助成で整備した
除雪機
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▲新庄・沼田・日新小各合唱部も参加した新庄少年少女合唱団第16回演奏会（1月27日／市民文化会館）

▲民具の世界その3「究極の循環系、ワラの文化」（18年11月15日～19年3月31日／ふるさと歴史センター）

■平成18年中に叙勲等の栄に浴された方
【教育功労】石川巌（城西町）瑞宝双光章
【鉄道業務功労】矢口力（若葉町）瑞宝単光章
■第58回最上学童展
特別賞【小学生／平面】植木涼太(昭和)高橋
昇大（新庄養護）須田悠太（升形） 橋麻里奈
（本合海）伊藤秀太（山屋）
【小学生／立体】鈴木蓮人（沼田）
【中学生／平面】井上優美子（明倫）
【中学生／立体】師大希（明倫）
奨励賞【小学生／平面】新田唯（泉田）山科龍矢
（新庄）武田栞（新庄養護）佐藤貴子（新庄養護）
横山冴香（養護学校）淺井大輝（新庄養護）笹原
大地（新庄養護）佐藤歩（日新）奥山夏樹（日新）
伊藤成美（沼田） 橋紗也佳（沼田）大澤怜（沼
田）指村茉寛（萩野）阿部咲良（萩野）鈴木大貴
（北辰）阿部瑞生（北辰）阿部樹来（北辰）斎藤洸
太（本合海）柳生梨乃（本合海）押切拓海（山屋）
【小学生／立体】富田雄希（新庄）山科龍矢（新
庄）今野直道（新庄養護）佐藤大樹（日新）阿 
時生（日新）斉藤美穂（北辰）京野大地（本合海）
【中学生／平面】斎藤大介（新庄養護）西塚拓
也（新庄養護）山科彩葉（日新） 橋克成（明
倫）柳沼茜（八向）
【中学生／立体】樋渡薫（八向）
佳作【小学生／平面】伊藤恭亮（泉田）柿 和
成（泉田）石井菜々子（昭和）渋江七彩（新庄）
今田悠人（新庄養護）佐々木栄光（新庄養護）
滝口智也（新庄養護）柴田悠生（新庄養護）横
山冴香（新庄養護）小林祐大（新庄養護）柏木
樹（日新）矢口和佳奈（日新）五十嵐直人（日
新）高山莉菜（日新）信夫梨花（日新）芦原美咲
（日新）早坂榛夏（日新）津田拓海（沼田）三原
諒（沼田）井上直道（沼田） 山慎平（沼田）有
川穣（沼田）平良木夏美（沼田）高橋未来（升
形）青 佑香（本合海）齋藤弘毅（本合海）元木
祐輔（本合海）
【小学生／立体】阿部大樹（泉田）中村崚（昭
和）中山彰（新庄養護）松田佳悟（日新）矢口達
揮（日新）大内涼雅（日新）三浦元広（日新）加
藤翼（日新）門脇壮（日新）菊地塁（沼田）松田
宏成（萩野）押切彩乃（山屋）
【中学生／平面】大泉かおり（新庄）小野ちひろ
（新庄）小野正仁（新庄養護）大沼愛衣（新庄養
護）小國優貴（新庄養護）江口梨菜（新庄養護）
川瀬菜緒（日新）沼澤美成（日新）奥山麻美（萩
野）叶内祐香（萩野）奥山舜一郎（萩野）山本輝
（萩野）三宅佑季（明倫）今田隆介（明倫）田崎

高 

高 

崎辞

高 

崎辞

高 

桝仰

てえたたを光栄

弘人（明倫）松田幸子（八向）
【中学生／立体】奥山翔太（新庄養
護）松田健吾（日新）竹中祐太（明倫）
松田梨奈（八向）
■県障害者スポーツ競技大会
【水泳】25ｍ背泳ぎ①松田美佐子
（鳥越）25ｍ自由形①早坂暁子（小
田島町）50ｍ自由形①松田美佐子
（鳥越）①早坂暁子（小田島町）
【卓球】上肢の部③岸田一男（下金沢
町）

■新庄ライオンズクラブ国際平和
ポスターコンテスト
最優秀賞伊藤未来（日新小）優秀賞
佐藤綾乃（日新小）蛇塚優佳（升形
小）五十嵐理紗子（日新中）渡部梨華
（萩野中）優良賞鶴巻知子（新庄小）
井上涼夏（新庄小）山下裕作（新庄
小）柴田笙子（新庄小）佐藤清華（萩
野中）

▲中部保育所の「お神楽」披露
　（1月12日／中部保育所）

▲南部保育所の「なし団子飾り」
（1月12日／南部保育所）
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まちの情報を紹介するページです

市民スキー場は2月28日まで
最終日は「お客さま感謝サービスデー」。
無料開放日ですので 、ぜひお越しください。
※降雪量などゲレンデ状況により閉鎖となる場合もあります 。

◎市民スキー場 �25-3915
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と
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3
日
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午
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時
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午

▼
と
こ
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家
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に
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。
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円
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▼
対
象 
高
校
生

▼
体
験
施
設 
5
月
8
日
／
県
立

新
庄
病
院（
看
護
職
希
望
の
高
校

生　

人
）、5
月
9
日
／
新
庄
徳
洲

15
会
病
院（
高
校
生　

人
）

10

▼
申
し
込
み 
2
月　

日
�
〜
2

19

月　

日
�
各
高
校
へ
お
申
し
込
み

28
く
だ
さ
い
。  

�
山
形
県
看
護
協
会

 

��
0
2
3
―

6
8
5
―

8
0
3
3

▼
対
象 
小
学
校
1
〜
3
年
生
ま

で
の
下
校
後
に
留
守
家
庭
の
児
童

▼
保
育
所
名 
中
央
学
童
保
育
所

（
堀
端
町
）、日
新
学
童
保
育
所

（
鳥
越
） 
▼
定
員 
各　

人
60

▼
保
育
料 
月
額
6
、5
0
0
円

（
児
童
1
人
あ
た
り
）

▼
受
付
期
間 
2
月
9
日
�
〜
2

月　

日
�

23
▼
申
し
込
み 
社
会
福
祉
協
議
会
へ 

�
新
庄
市
社
会
福
祉
協
議
会

 

��　
―

5
7
9
7

22

▼
と
き 
2
月　

日
�
午
前　

時

18

10

〜
午
後
2
時　

分
30

▼
内
容 
イ
グ
ル
ー
づ
く
り
で
餅
焼

き
体
験
、ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
体
験

▼
参
加
費 
大
人
1
、0
0
0
円
、

子
ど
も
5
0
0
円（
お
に
ぎ
り
、入

浴
券
付
き
） 
▼
定
員 　

人 
30

�
遊
学
の
森 

��　
―

3
3
0
5

64

▼
対
象 
小
学
校
2
〜
6
年
生（
先

着
4
0
0
人
） 
▼
と
き 
3
月　

日
27

�
〜
4
月
2
日
�

▼
と
こ
ろ 
鹿
児
島
県
大
島
群
与

論
島 
▼
内
容 
在
日
外
国
人
小
学

生
と
交
流
活
動
、海
水
浴
、イ
カ
ダ

遊
学
の
森
で

雪
遊
び
を
満
喫

「探しています」と「お譲りします」の内容が反対でした。お詫びして訂正いたします。

市
民
球
場
・
武
道
館

定
期
使
用
の
調
整
会
議

ち
び
っ
こ
探
険
学
校

ヨ
ロ
ン
島
参
加
者
募
集

　

年
度
新
庄
市

19交
通
災
害
共
済

○とき 6月8日�～11日�
○行き先 層雲峡、博物館網走監獄、
知床めぐり遊覧船、摩周湖、阿寒湖ほか
○料金 69 ,800円  ○定員 先着45 人
○申し込み 3月30日�まで申込金を
添えて各クラブの会長または役員へ
◎詳しくは、新庄市老人クラブ連合会
へ。  �23-4613

第19回 新庄市高齢者友好の旅

○とき 3月4日�午前8時40分新庄
駅東口出発～午後3時解散
○コース 金山町「暮らし考房」スノーハイク
～「谷口がっこそば」昼食と一口くじら餅づくり
○持ち物 防寒具、長靴、手袋、タオル
○参加費 2,500円（小学生以下2,000
円／体験料、昼食代など）
○定員 20人
○申し込み 2月26日�まで
◎詳しくは、最上総合支庁商工労働
観光課へ。  �28-1534

とっておき体験
モニターバスツアー

平成19年度の国民年金保険料は
14,100円（年額169,200円）になりま
す。口座振替で1年分前納する場合は
年額3,550円、現金払いによる1年分
前納では年額3,000円安くなります。
○口座振替新規申し込み 2月28日
�まで基礎年金番号がわかる書類、
通帳、金融機関届出印を持参して社
会保険事務所または金融機関へ
※3月以降の申し込みは社会保険事
務所にご相談ください。
◎詳しくは、新庄社会保険事務所
�22-2050、市民課国民年金室�内
線134へ。

平成19年度国民年金保険料と
口座振替割引額について

体
験
農
園

み
そ
づ
く
り
教
室

ふ
れ
あ
い
看
護
体
験

参
加
者
募
集

　

年
度
学
童
保
育
所

19入
所
児
童
募
集

す
ぽ
ー
て
ぃ
あ

定
期
使
用
の
調
整
会
議



広  報 2. 9  2007��

���������	�
�����

お・知2月の

づ
く
り
な
ど

▼
参
加
費 
1
3
2
、0
0
0
円（
山

形
駅
か
ら
）

▼
申
し
込
み 
3
月
7
日
�
ま
で  

�
国
際
青
少
年
研
修
協
会

��
0
3
―

3
3
5
9
―

8
4
2
1

　

全
国
ど
こ
で
も
だ
れ
で
も
学
べ
る

通
信
教
育
で
す
。

▼
募
集
科 
①
高
等
学
校（
普
通
科
、

選
科
）②
専
攻
科（
社
会
福
祉
コ
ー

ス
）③
生
涯
学
習
通
信
講
座（
趣
味
、

資
格
な
ど
） 
▼
募
集
期
限 
①
4

月　

日
②
3
月
1
日
③
随
時 

20
�
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園（
資
料
請
求
）

��
0
1
2
0
―

0
6
―

8
8
8
1

　

7
月　

日
か
ら　

日
の
2
日
間
、

28

29

西
川
町
の
寒
河
江
ダ
ム
周
辺
を
会

場
に「
森
と
湖
に
親
し
む
つ
ど
い
2

0
0
7
月
山
湖
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ
」が

「
ブ
ナ
林
が
育
む
悠
久
の
想
い
清
ら

か
な
水
と
大
切
な
生
命
を
未
来
へ
」

を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
ま
す
。こ
の

イ
ベ
ン
ト
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め

会
場
周
辺
の
雄
大
な
自
然
と
地
域

の
魅
力
が
伝
わ
る
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

を
募
集
し
ま
す
。

▼
応
募
先 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ h

ttp
://

w
w
w
.m
orim

izu2007.com

、

Ｅ
メ
ー
ル sagae@

m
orim

izu200

7.com

、フ
ァ
ク
ス
0
2
3
―

6
2
5
―

3
0
2
4
、郵
送
〒
9
9
0
―

8
6
9

1
山
形
中
央
郵
便
局
私
書
箱
第

　

号  
53�

寒
河
江
ダ
ム「
森
と
湖
に
親
し
む
旬
間
」

全
国
行
事
現
地
実
行
委
員
会
事
務
局

��
0
2
3
―

6
2
5
―

3
0
2
4

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
苦
情
・
相
談
セ
ン

タ
ー
や
ま
が
た
で
は
、福
祉
サ
ー
ビ

ス
に
関
す
る
苦
情
や
相
談
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。当
事
者
間
で
解
決

で
き
な
い
問
題
の
仲
介
や
解
決
の
お

手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

▼
受
付
時
間 
月
曜
日
〜
木
曜
日

の
午
前
９
時　

分
〜
午
後
４
時 

30

�
福
祉
サ
ー
ビ
ス
苦
情
・
相
談
セ
ン
タ
ー

��
0
2
3
―

6
2
6
―

1
7
5
5

　

交
通
遺
児
育
成
基
金
事
業
は
、

満　

歳
未
満
の
交
通
遺
児
が
損
害

13
賠
償
金
な
ど
の
中
か
ら
拠
出
金
を

支
払
い
加
入
す
る
と
、国
、民
間
か

ら
の
援
助
金
を
く
わ
え
、　

歳
に

19

な
る
ま
で
長
期
に
わ
た
り
定
期
的

に
遺
児
育
成
の
た
め
の
資
金
を
給

付
す
る
制
度
で
す
。

▼
拠
出
金 
最
高
7
0
0
万
円

▼
給
付
金
総
額 
最
高
1
、0
7
0

万
円（
い
ず
れ
も
年
齢
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
）  

�
交
通
遺
児
育
成
基
金
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

��
0
1
2
0
―

1
6
―

3
6
1
1

○広報しんじょうお知らせ版10月24日号のフリーマーケット情報の

福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る

苦
情
相
談

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

受
講
者
募
集

月
山
湖
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
募
集

交
通
遺
児
育
成
基
金
の

ご
案
内

2
月
は「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
月
間
」

　

限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
し
ま

し
ょ
う
。地
球
温
暖
化
を
防
止
す

る
た
め
、エ
ネ
ル
ギ
ー
を
大
切
に
使

う
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

雪
下
ろ
し
で
は
電
線
に
注
意

　

雪
下
ろ
し
で
電
気
の
引
き
込
み

線
を
切
る
な
ど
の
事
故
が
発
生
し

ま
す
。十
分
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。  

�
東
北
電
気
保
安
協
会

��　
―

4
8
6
4

23

　

冬
期
間
、誤
っ
て
線
路
内
に
進
入

し
た
車
と
電
車
の
衝
突
事
故
が
発

生
し
ま
す
。踏
切
前
で
は
一
旦
停

止
し
、降
雪
や
吹
雪
で
視
界
が
悪
い

と
き
は
特
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。  

�
Ｊ
Ｒ
東
日
本
山
形
支
店

��
0
2
3
―

6
2
2
―

8
9
7
7

暮
ら
し
と
電
気
の
安
全

相談など
 
　３月15日までの申告期間中は、担
当職員（申告資料も）が申告会場に
いくため市役所での申告相談はできま
せん。どうぞご協力ください。
�会場 市民文化会館小ホール
�受付時間 午前9時～午後3時
 1日��梅ヶ崎､一本柳､中山､本町､

堀端町
 2日��太田、荒小屋、高壇、北新町、

北新町団地
 5日��木栄町、栄町、落合町、冷水

沢、小泉、北町
 6日��住吉町､上西山､滝ノ倉､円

満寺町､沖の町
 7日��小月野､月岡､西町､川西町
 8日��万場町､東本町､沼田町
 9日��上・下山屋､常葉町
12日��石川町､明倫通り､三本橋
13日��茶屋町､上茶屋町､中道町
14日��宮内町､中山町､東天町
15日��新町､千門町
◎詳しくは、税務課課税室へ。 
 �内線142・143

 
�と  き 2月18日�午後2時開演
�ところ 市民文化会館大ホール
�内容 第1部／ダンス！ダンス！ダン
ス！、第2部／創作民話劇「忍者の谷
の物語」
◎入場無料です。詳しくは、ちゃれんこ
事務局・樋口へ。  �080-1808-5149

 
�と  き 2月25日�
　　　 午前9時30分～午後6時
�内容 旬野菜、花、農産物販売、先
着200人に桃の花プレゼント、焼きおに
ぎり屋台など
◎詳しくは、産直まゆの郷�23-5007、
農林課バイオマス推進室�内線267へ。

3月の市・県民税申告相談

「ちゃれんこ」第5回公演

「産直まゆの郷」 ひなまつり 踏
切
で
の
事
故
に
注
意



��
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で
は
な
く
、家
族
み
ん
な
で
分
担
し
ま

し
ょ
う
。時
に
は
祖
父
母
や
友
だ
ち
、知

り
合
い
の
力
も
借
り
る
な
ど
、み
ん
な

に
助
け
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

　

食
の
大
切
さ

　

い
つ
も
手
作
り
の
物
を
と
い
う
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。時
に
は
ス
ー
パ
ー
か

ら
買
っ
た
物
や
店
屋
物
で
も
良
い
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。お
に
ぎ
り
一
個
で
も
、

一
緒
に
食
べ
る
楽
し
さ
は
、何
も
の
に

も
替
え
難
い
も
の
で
す
。一
緒
に
お
や

つ
を
作
っ
た
り
、食
事
の
準
備
を
手
伝
っ

た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、お
い
し
さ

が
心
に
残
る
も
の
で
す
。

　

子
育
て
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う

　

子
育
て
を
大
変
な
も
の
だ
と
考
え
ず

に
、子
ど
も
と
一
緒
に
楽
し
み
ま
し
ょ

う
。カ
ル
タ
や
ボ
ー
ル
遊
び
な
ど
、何
で

も
良
い
の
で
す
。時
間
の
許
す
と
き
は

付
き
合
っ
て
、そ
う
で
な
い
と
き
は
あ

ら
か
じ
め
ど
こ
ま
で
と
約
束
し
て
か
ら

始
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

「
子
育
て
の
現
場
か
ら
Ⅰ
」

　

暖
か
い
家
庭
の
中
で
愛
情
を

　
「
三
つ
子
の
魂
百
ま
で
」と
、こ
と
わ

ざ
に
も
あ
る
よ
う
に
、人
生
の
基
本
と

な
る
部
分
は
、乳
幼
児
期
に
で
き
あ
が

り
ま
す
。母
親
べ
っ
た
り
で
手
の
か
か

る
時
間
は
、人
の
人
生
か
ら
み
る
と
ほ

ん
の
短
い
時
間
で
す
。こ
の
間
に
た
っ
ぷ

り
と
愛
情
を
か
け
て
育
て
て
ほ
し
い
と

感
じ
て
い
ま
す
。決
し
て
時
間
的
な
こ

と
で
は
な
く
、密
度
が
大
切
で
す
。

　

仕
事
で
疲
れ
て
愛
情
な
ん
て
か
け
て

い
る
ひ
ま
が
な
い
と
言
わ
ず
に
、寝
る

前
の
ち
ょ
っ
と
し
た
時
間
や
家
事
の
合

間
に
、し
っ
か
り
と
子
ど
も
を
抱
き
し

め
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。家
族
、特
に
母
親

は
子
ど
も
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
で
す
。

困
っ
た
と
き
は
、母
親
の
元
に
戻
っ
て
い

き
た
い
の
で
す
。い
つ
で
も
、子
ど
も
を

受
け
止
め
て
あ
げ
た
い
も
の
で
す
。

　

子
ど
も
は
家
庭
の
中
で
育
ち
ま
す
。

で
き
る
だ
け
温
か
い
雰
囲
気
の
中
で
育

て
て
あ
げ
た
い
も
の
で
す
。ま
た
、育
児

の
責
任
を
母
親
だ
け
に
押
し
つ
け
る
の

　

教
え
て
欲
し
い
大
事
な
こ
と

　

ど
ん
な
こ
と
を
す
る
と
他
の
人
の
迷

惑
に
な
る
の
か
、命
が
危
険
か
な
ど
に

つ
い
て
、し
っ
か
り
教
え
ま
し
ょ
う
。こ

の
二
つ
に
つ
い
て
は
、約
束
を
守
れ
な

い
と
き
は
、叱
っ
て
も
良
い
と
思
い
ま

す
。叱
る
と
き
に
は
、「
先
生
に
叱
ら
れ

る
か
ら
」な
ど
と
言
わ
ず
に
、ど
う
し
て

い
け
な
い
の
か
理
由
を
伝
え
る
こ
と
が

大
切
で
す
。そ
し
て
、「
あ
り
が
と
う
」や

「
ご
め
ん
な
さ
い
」の
言
え
る
子
ど
も
を

育
て
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
あ
そ

び
の
広
場
」を
通
し
て
、子
育
て
の
輪
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。お
母
さ
ん
同
士
で

お
し
ゃ
べ
り
し
て
い
る
う
ち
に
、子
育

て
の
ヒ
ン
ト
が
見
つ
か
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。何
で
も
話
す
こ
と
で
、息
抜
き
や

ス
ト
レ
ス
解
消
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

子
育
て
中
の
皆
さ
ん
、「
あ
そ
び
の
広

場
」に
参
加
し
、一
緒
に
子
育
て
を
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。（
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
）

「
大
人
が
は
ぐ
く
む
子
ど
も
の
心
」 

 
市
が
平
成
十
七
年
度
に
策
定
し
た「
い
の
ち
輝
く
新
庄 
も
み
の
木
教
育
プ
ラ
ン　

」
21

の
具
現
化
は
、学
校
教
育
だ
け
で
目
指
す
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

家
庭
、 地
域
、 学
校
に
お
い
て
、 人
づ
く
り
を
支
え
る
大
人
の
役
割
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す 
。

― 人づくりを支える大人の役割 ―

　

江
戸
時
代
を
通
じ
て
最
上
郡
内
を

（
村
山
郡
の
一
部
も
）治
め
た
新
庄
藩
主

･
戸
沢
氏
の
遺
物
は
、 瑞
雲
院 ・ 
桂
嶽
寺 

ず
い
う
ん
い
ん 

け
い
が
く
じ

に
あ
る
歴
代
藩
主
の
墓
所（
国
指
定
史

跡
）や
、鳥
越
八
幡
神
社（
重
要
文
化

財
）、天
満
神
社（
県
指
定
文
化
財
）な
ど

を
は
じ
め
、こ
の
地
方
に
は
数
多
く
残
っ

て
い
る
が
、山
寺（
山
形
市
）・
日
光
東
照

宮（
栃
木
県
日
光
市
）・
高
野
山（
和
歌
山

県
）な
ど
に
も
戸
沢
氏
関
連
の
貴
重
な

遺
物
が
現
存
し
て
い
る
。

　

日
光
東
照
宮
境
内
に
残
っ
て
い
る
の

は
、新
庄
藩
祖
・ 
戸
沢
政
盛 
が
寄
進
し
た

と
ざ
わ
ま
さ
も
り

石
灯
籠
で
あ
る
。寄
進
し
た
年
は
元
和

三
年（
一
六
一
七
）で
、新
庄
に
入
る
五

年
前
の
、高
萩（
松
岡
領
主
）時
代
の
も

の
で
あ
る
。こ
の
年
、徳
川
家
康
を
祭
る

日
光
東
照
宮
が
二
代
目
将
軍
･
秀
忠
に

よ
っ
て
創
建
さ
れ
る
が（
現
存
の
東
照
宮

は
、そ
れ
か
ら
約
二
十
年
後
の
寛
永
十

三
年
に
、三
代
家
光
に
よ
っ
て
大
改
修
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
）、戸
沢
政
盛
は
、幕

府
か
ら
そ
の
日
光
東
照
宮 
御
廟 
造
営
の

ご
び
ょ
う

手
伝
い
を
命
じ
ら
れ
た
。政
盛
は
、家
臣

の
戸
沢
甚
兵
衛
・
村
越
伝
右
衛
門
・
長
浜

内
蔵
助
ら
を
派
遣
し
て
こ
れ
に
当
た
ら

日
光
東
照
宮
に
寄
進
さ
れ
た

戸
沢
氏
の
石 
灯
籠 

と
う
ろ
う
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BOOKS
NOW!

～図書館はオアシス～ 

学
び
な
が
ら
収
穫
を
喜
び
ま
し
た
。

　

十
一
月
の
学
校
祭
で
保
護
者
と
餅
つ

き
を
し
て
味
わ
っ
た
あ
と
、自
慢
の
伝
説

米
を
も
っ
と
多
く
の
人
に
も
味
わ
っ
て

も
ら
い
た
い
と
ゆ
め
り
あ
で
販
売
し
ま

し
た
。子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
呼
び
掛

け
で
約
三
十
分
ほ
ど
で
完
売
。子
ど
も

た
ち
は「
大
変
だ
っ
た
け
ど
、全
部
売
れ

て
う
れ
し
い
」と
大
喜
び
で
し
た
。

萩野小学校特産2006伝説米 ！
～一生懸命作った「もち米」完売しました～

　

萩
野
小
学
校
で
は
毎
年
五
年
生
が
、

総
合
的
な
学
習
の
一
環
と
し
て「
稲
作
」

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
学
校
創
立
百
三
十
周
年

の
記
念
の
年
。伝
説
に
残
る
よ
う
な
お

い
し
い
米
に
と
い
う
思
い
を
込
め
て「
二

〇
〇
六
伝
説
米
」と
名
づ
け
、五
年
生

十
九
人
が
協
力
し
て
学
校
田
で
の
稲
作

を
体
験
し
ま
し
た
。

　

春
に
は
、種
も
み
の
芽
だ
し
、種
ま

き
、た
い
肥
ま
き
を
行
い
、わ
く
付
け
を

し
て
か
ら
手
作
業
で
田
植
え
を
体
験
。

　

農
薬
を
使
わ
ず
、ア
イ
ガ
モ
農
法
で

育
て
、秋
に
は
実
っ
た
稲
穂
を
か
ま
を

使
っ
て
稲
刈
り
。刈
り
取
っ
た
稲
は
プ
ー

ル
の
柵
を
利
用
し
て
自
然
乾
燥
さ
せ
、

足
踏
み
脱
穀
機
で
の
脱
穀
や
と
う
み
を

使
っ
た
選
別
な
ど
昔
な
が
ら
の
方
法
を

▲大きな声で呼びかけて自慢の米を販
売（1月20日／ゆめりあ）

�くまのしんぶんきしゃ  ...........いもと ようこ
�ねぼすけちゃーぼ  ................田原 ウーコ
�ショベルカーのスクープくん  ...ディビッド・ワトビッツ
�ももんがモンちゃん  .............とりごえ まり
�とりになったはっぱのはなし  .....今西　祐行
�水底の光  .........................小池真理子
�雷神の筒  .........................山本　兼一
�アナンシの血脈 上・下  .....ニール・ゲイマン
�冷たい熱帯魚  .......................檀　れみ
�見えない誰かと  ..................瀬尾 まいこ
�ダナエ  .............................藤原　伊織
�軍師　山本勘助  ..............笹本　正治
�三日月が教えてくれたコト  ....大和　達也
�ハンプティ・ダンプティは塀の中  ..蒼井　上鷹
�貧困の光景  .....................曽野　綾子
�ガリレオの小部屋  ..............香納　諒一
�まとい大名  .......................山本　一力
�恋愛王国オデパン  ............藤本 ひとみ
�斉彬に消された男  .............台明寺岩人
�最愛  ................................真保　裕一
�北リアス線の天使  .............西村京太郎
�私の名前はキム・サムスン 上・下  ..チ・スヒョン
�ひとりたび1年生  .............たかぎ なおこ
�テロルの真犯人  ...............加藤　紘一
�オカン、おふくろ、お母さん  ......文芸春秋
�トリックスターから、空へ  ..........太田　光
�着物中毒  ............................中島　梓
�野の花の入院案内  ..............徳永　進
�よくわかる離婚時年金分割  .....みやはら たえ
�毎日の暮らし歳時記  .........岸本　葉子
�みんなを呼ぶ日のごちそう  ....主婦の友社
�昭和暮らしの知恵袋  ......海老名香葉子

『時代考証おもしろ事典』
時代考証家　山田順子 著

●開館時間 午前10時～午後6時
●休 館 日 毎週月曜日、祝日
◎市立図書館　�22-2189

　この本を読むと映画やテレビ
の時代劇がもっと楽しめそう。
今話題の｢大奥｣、大奥三千人とい
うのは本当？一豊の名馬は本当に千代の
持参金で買ったの？秀吉が懐で温めた草履に
信長が気付いたのは素足だったから？などなど。

新着図書

　作家に猫好きが多いのは、よく知られている
ところです。図書館には作家が愛猫について
書いた随筆、猫が主題になった本がたくさんあ
ります。今月は｢猫｣がテーマの展示です。冬本
番、あたたかいお部屋で図書館の猫の本をど
うぞご覧ください。

● 今月のテーマ展示 ●

「 猫 」

▲かまを使って手刈りした稲刈り
　（9月23日）

せ
、ま
た
、自
ら
も
出
向
い
て
工
事
を
指

図
し
た
。こ
の
折
に
、石
灯
籠
を
寄
進
し

た
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
は
、陽
明
門
の
西
前
方
、 神
厩
舎 

し
ん
き
ゅ
う
し
ゃ

（「
見
ざ
る
、言
わ
ざ
る
、聞
か
ざ
る
」の

三
猿
の
彫
刻
の
あ
る
建
物
）の
向
か
い
側

で
、十
数
基
立
っ
て
い
る
石
灯
籠
の
ひ
と

つ
で
あ
る
。刻
ま
れ
て
い
る
文
字
は
か
な

り
磨
耗
し
判
読
し
に
く
い
が
、裏
面
に

は「
元
和
三
丁
巳
年
四
月
十
七
日　

常

州
多
珂
郡
松
岡
領
主　

戸
沢
右
京
」と

刻
ま
れ
て
い
る（「
右
京
」は
政
盛
の
こ
と

で
あ
る
）。

　

日
光
に
行
く
機
会
が
あ
っ
た
ら
、三
百

九
十
年
前
に
寄
進
さ
れ
た
そ
の
石
灯
籠

も
ぜ
ひ
見
て
い
た
だ
き
た
い
。　　
　

（
生
涯
学
習
課
）

▲泥まみれになりながらの田植え
　（5月23日）

今月のおすすめ
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見・所・探・訪

上茶屋町出世稲荷神社
～県指定天然記念物～

泉田地区の人たちの手づくりによる泉田フェスティバル
が開催されました。幼児から高齢者まで150人以上が参
加し、太鼓や新庄まつり囃子の演奏、素人演芸、民謡・
民舞、昔語りなど日ごろの活動の成果を披露。泉田小6
年生が演じたユーモアあふれる創作民話劇で会場は笑
いに包まれ、子どもたちへ盛んな拍手が送られていました。

泉田パワー
ここに集結！

～第9回泉田フェスティバル～

���月末現在の新庄人
40, 580人 （40, 900人 ）

21, 120人 （21, 280人 ）女

19, 460人（19, 620人 ）男

13, 456世帯（13, 437世帯）世帯数

12月の異動

27人（19, 827人）出　生

46人（19, 835人）死　亡

68人（19, 862人）転　入

77人（19, 877人）転　出

※（　）は1年前の住民基本台帳

再生紙100％と環境にやさしい 
大豆油インキを使用しています 

上茶屋町のほぼまん中ごろ、通りの東側にたくさんの赤い鳥居
が並び、出世稲荷が鎮座している。その昔、ある小僧が出世し
たくて、一生懸命働きながらこのお稲荷様に百日参りをして願
いがかなったといわれている。ここのお稲荷様は、お参りすれば
立身出世疑いなしというありがたい神様だが、これは一生に一
度だけで、二度目は保証してくれないそうである。ついで参りは
もちろん御利益がない。ここが建てられたのは、昔、酒の好きな
あるお寺の和尚さんが、酔っぱらってここを通るとき、よく緋（紅
色）の衣を着た和尚に呼び止められることがあった。これは狐が
和尚の姿に化けて出てくるのだと思い、和尚さんはここにお稲
荷様をまつったのだといわれている。

表　　紙
の

写　　真

　

女
の
子
た
ち
の
、

冬
の
あ
そ
び
の
ひ
と

つ
に
、雪
ま
ん
じ
ゅ
う

つ
く
り
が
あ
る
。

　

冬
に
は
、と
か
く

陽
に
恵
ま
れ
な
い
当

地
で
は
、二
月
と
も

な
る
と
、時
折
の
日

差
し
が
ほ
ん
と
う
に

う
れ
し
い
。こ
ど
も

た
ち
も
、暗
い
部
屋

か
ら
日
光
を
求
め
て

飛
び
出
し
、隣
近
所

の
友
だ
ち
も
呼
ん
で

く
る
。

　

小
さ
な『
か
い
す

き
』で
雪
を
叩
い
て
、平
ら
な
台
を
つ
く
る
。そ
れ
ぞ
れ
か
あ
さ
ん
に
お
願
い

し
て
、 
盃 
や
皿
、茶
わ
ん
、へ
ら
な
ど
を
借
り
て
く
る
。

さ
か
ず
き

　

器
に
雪
を
入
れ
、へ
ら
で
叩
く
。台
の
上
に
ト
ン
と
伏
せ
る
と
、ま
ん
じ
ゅ

う
の
型
が
で
き
る
。図
画
用
の
絵
具
を
溶
い
て
、筆
で
色
を
つ
け
る
。大
小
思

い
思
い
の
色
の
ま
ん
じ
ゅ
う
が
、い
く
つ
も
で
き
る
。

　
 
門  
口 
に
、昨
日
つ
く
っ
た
雪
だ
る
ま
。少
し
傾
き
な
が
ら
、こ
ど
も
た
ち
の

か
ど 
ぐ
ち

雪
ま
ん
じ
ゅ
う
つ
く
り
の
手
さ
ば
き
を
、静
か
に
見
て
い
る
。

絵
＝
三
条
正
美
、文
＝
笹
喜
四
郎（
昭
和
六
十
一
年
新
庄
市
発
行
）

雪
ま
ん
じ
ゅ
う
つ
く
り


	01
	A9R2D1A 2
	A9R2D1A 1
	A9R2D1A 4
	A9R2D1A 3
	A9R2D1A 6
	A9R2D1A 5
	A9R2D1A 8
	A9R2D1A 7
	A9R2D1A 10
	A9R2D1A 9
	A9R2D1A 12
	A9R2D1A 11
	A9R2D1A 14
	A9R2D1A 13
	A9R2D1A 16
	A9R2D1A 15
	A9R2D1A 18
	A9R2D1A 17
	20

